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　はじめに
　平成8年の北海道における生シイタケ生産量(4,124t)
に占める菌床栽培の比率は58.9％（2,429t）に上って
います1）。一方，平成7年の全国における生シイタケ
生産量に占める菌床栽培の比率は31.1％（同年の北海
道における菌床栽培の比率は47.4％）です2）。
　このように，北海道でシイタケ菌床栽培が急成長し
た原因としては，地理的な気象条件の厳しさから施設
園芸的形態で行われる菌床栽培が受け入れられやすかっ
たこと3），他の都府県と比較して広葉樹オガコの供給
体制に恵まれていること3)，シイタケ原木栽培におけ
る原木の確保難や栽培者の高齢化による労働の軽減な
どが考えられます。

　シイタケ菌床とカビ
　ー方，他のキノコの菌床栽培と異なり，シイタケ菌
床からのキノコの発生は菌床を裸にした状態で数か月
から半年もの長期間行います。そのため，シイタケ菌
床上にはシイタケに加えて，トリコデルマ，ペニシリ

写真1  北海道における菌床シイタケ発生施設の－例
　　　 （上：外観，下：内部）

ウム，さらにはケカビなどのカビが発生します 4-8）

（図1）。
　特に，菌寄生菌であるトリコデルマは菌床表面だけ
にとどまらず，菌床内部にまで侵入します 8）。そのた

め菌床が
もろ

脆くなりシイタケの採取時や菌床の浸水操作
時に菌床の崩壊が起ります。その結果，菌床の寿命が
短くなりシイタケ生産量が低下することになります。

　北海道の菌床シイタケ発生施設
　菌床シイタケ発生施設としては，一部に空調設備を
有するものもありますが，多くは暖房設備のみを備え　図1　シイタケ菌床に発生するカビ
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たビニールハウス（写真1）や木造の簡易施設が用い

られているのが現状です。また，シイタケ生産は周年

栽培方式の他に，冬季間の農閑期などを利用して行う

季節栽培方式もみられます。

　シイタケの発生施設とカビ
　シイタケに限らず，菌床栽培は同一の施設を繰り返

し使用します。施設は閉鎖的空間，または半閉鎖的空

間ですから菌床を汚染する微生物の密度が高まりやす

く，その密度が高くなると菌床のカビ汚染が生じる9）

ことが指摘されています。シイタケの菌床栽培で，安

定したキノコ生産を行うには，菌床に被害を及ぼすカ

ビの分布状況やその挙動の把握が重要になります。そ

こで，北海道内の菌床シイタケ発生施設に生息してい

るカビの種類と数の調査を試みました。

　図2に調査を行った菌床シイタケ発生施設の地域分

布を示しました。季節を特定することなく，1993年

4月から1994年12月の期間に全道14支庁のうち8支庁に

わたる24施設を調査しました。

　カビの採取方法
　空中を浮遊しながら舞い降りてくるカビを採取しま

した。採取方法としては，ポテトデキストロース寒天

（以下，ＰＤＡと略す）培地を直径9cmのシャーレに注

いで作製した平板培地を，発生施設1か所当たり5枚持

ち込んで床から約1ｍの高さの位置10）に置き，5分間蓋

を開放11）しました。
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　カビの数と種類の調べ方
　カビを採取したＰＤＡ平板培地を温度25℃，照度
200～350ルクスの培養器中で5～7日間培養して，発現
してくるカビのコロニー数をカビ数としました。そし
て，目視によるコロニーの特徴と，顕微鏡による分生
子柄や分生胞子の観察からカビの種類（属）を判定し
ました12-16）。

　カビの数
　図3に平板培地1枚当たりのカビ数とシイタケ発生施
設数のヒストグラムを示しました。約80％の施設にお
いて，平板培地1枚当たりのカビ数は30個以下でした。
しかし，一部には100個を超える施設もみられました。
調査した24施設の平均カビ数は平板培地1枚当たり
29.4個（範囲：6.0～142.4個）でした。

　カビの種類

　表1にはカビの種類ごとに，検出された全カビ数に

おける占有率と施設単位での検出率を示しました。そ

の結果，全カビ数の71.4％をペニシリウムが占め，以

下，菌糸型不完全菌類12.4％，クラドスポリウム6.7

％，酵母2.5％，トリコデルマ1.9％，その他5.1％でし

た。また，施設単位での検出率はペニシリウムが最も

高く95.8％の施設で検出されました。以下，クラドス

ポリウムと菌糸型不完全菌類83.3％，トリコデルマ

70.8％，酵母62.5％，クモノスカビ29.2％，アクレモ

ニウム20.8％でした。

図3　PAD平板培地1枚当たりのカビ数とシイタケ発生施設数

図2　カビ汚染調査を行った菌床シイタケ発生施設の地域分布
　　注：図中の数字は調査した施設数を示す。
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表1    菌床シイタケ発生施設におけるカビの数と種類

記号：a）：24のシイタケ発生施設を調査した。
　注：直径9cmのPDA平板培地1枚当たりの平均落下糸状菌数は29.4個。
　　　1施設に5枚のPDA平板培地を用いた。

　トリコデルマとペニシリウムの挙動
　シイタケ菌床に頻発するトリコデルマについては，

空中を浮遊しながら舞い降りてくる数は少ないものの，

多くの施設に分布していることが明らかになりました。

数が少ないにもかかわらず多くのシイタケ菌床にトリ

コデルマの被害がみられる4-8）のは，菌床への給水操

作として行われる浸水や散水時に，水を媒介にして胞

子等が菌床間を移動する17）可能性が考えられます。

　また，シイタケ菌床にペニシリウムが発現しやす

い4-8）のは占有率や検出率が高いことが大きく影響し

ているためと思われます。

　トリコデルマ汚染の拡大を防止する
　以上の結果から，トリコデルマが発生しているシイ

タケ菌床を健全な菌床と同じ水槽で同時に浸水するこ

とや，棚の上段にトリコデルマが発生している菌床を

置き，下段に健全な菌床を置いた状態で散水すること

は菌床のトリコデルマ汚染を拡大する可能性が高いこ

とが推察されます。

　余りにもトリコデルマ汚染が進んだ菌床については

廃棄処分にするとともに，汚染が拡大しつつある菌床

については，健全な菌床と分けて浸水するか棚の下段

において散水することが望ましいと思われます。
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